
平成 20 年前半期東北地区日本産婦人科学会・医会連絡会 

 
１． 開会の辞 
 
２． 日本産婦人科学会東北連合地方部会 
 
 報告事項 
 
（１）研修医会も同時に開催 
（２）「１２８回」→「１２６回」へ訂正 
   レクリエーションは野球準備している、託児所も用意あり 
   概略は配布資料（1枚の案内）を参照 
（３）今年は 7月 26日・27日に行う 
（４）２ヶ所固定（京都・横浜）は変更し 8 つにする（札幌・東京・横浜・名

古屋・京都・大阪・神戸・福岡） 
今年度から吉村先生を支えるため副理事長・副幹事長を置くことに 

   高齢会員および初期研修医からも 5000円会費集める 
   大野事件の判決 8月 20日 10時に判決 
（５）AOFOGの寄付金が必要 

後期研修医という名称をやめて「産婦人科専攻医」と呼ぶ 
臨床実地目録：分娩症例１５０例のうち「帝王切開の執刀 10例」が加わ
った 
品川先生より大野事件の鑑定書の有無などの詳細について質問あり 

 
 協議事項 

（１）会計報告：了承（意見なし） 
（２）2月 1５日（日）に仙台で行う 

 
 
３． 日本産婦人医会東北ブロック協議会 
 
   東北ブロック会会長挨拶 
  
   報告 
     （異議なし） 



 協議 
 
  収支決算は適切と承認 
  分娩費について山形支部より値上げの意見あり（分娩解除料は議会を通さ

ないといけない） 
  山形大は分娩管理料が１４→２５へ上げた 
  福島は 14→１８へあげた 
  東北大学 18万（計４０－４５万） 
  秋田は全額で 30－35万（安い）→もっとあげるべきだ 
  岩手は全額で 35－38万 
  青森は全額で 30－45万と幅がある 
 
４．閉会の辞 


